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アジアに向けての
新しきu姿勢”を語る

一」

中嶋 1980年代の初め頃に、 私の友人でアメリカ

のアジア··；毛布－のチヤノレマーズ・ ジョンソン（カリ

フオルニア人ー学教段）さんが、 「これからはポス

ト・コンフューシャス ・ イーラ（Post Confucious 

Era）だ。 「｛五教文化�通過した｜司が非常にや，，びる

ので．はないか」ということを，fってましたんです

が、 兄ていますと、 案の定アジアNICs カrgoiHI;:

前半非常に成長しています。 tころが、 ニの一、

一年、 アジアNICs の＂＇でも特に計約· M:IEIの経

済のパフォーマンスカ代、いようですが、 その辺の

tころの全般的な兄Jf:{IヌlをE告まえながら、 アジア

トJICs の先展の引状と将来というようなところか

ら口火念切っていたt：：きましょうか。

竹内 よく分かりませんけれども、 日本は今まで

アジアNICs を過小刊f!Hiしていたと思うんです。

それは多分、 銀行のファイナンスなんかでも同じ
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ですけれども、 メキシコとかアルゼンチンとかブ

ラジ．ノレにl主主I］とまわるんですが、 台出＝ややtnr.1には

なかなかまわっていかない。これは斡1£1にはJ.X II感

怖があるとかいろいろありますけれどむ、斡IEl・台

前を比べるときには、l l本と比べているのです。一方、

アルゼンチンを比べるときは、 メキシコとか向こ

うの国同士て比べているので、 どうしてもれl価が

·11・かったという点カfあると思います。

ご桁摘のように、 それら両｜主｜は、 現在ちょう

ど勢いがつ き出したt L、L、ますか、 もう この勢

いは止まらないみt.:L、な感じですね。 今年でどう

でしょうか。 韓国でしたら実質経済成長率は昨年

で1 0%を超えてますから、 ］＇.＇（易収支の黒字は30億

ドノレくらいでしょうか。 物価上11・率がゼロですか

ら、 日本のllH平114 0年代の初めと同じような勢いが

ついたというような気カTします。

中嶋 ご桁捕のように、 我々の料＇＂＇や台前を比る

日t t、うのは、 いつもii本と比べていましたカ・ら、
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それだけ基当f（カr,:':jかったのでしょうね。 れがつい

てみると日本に非市に近い状況の1j1にあったとい

うことなのでしょう。

竹内 それ tもう一つは、 総同は、 まあ＊物館i教

ですね。 日本が偽物f,Ai教です。 ［I木がなぜ成長

したかというし 偽物価：教だったからうまく成長

したんです。 仮に向 こうの人と付き合ったり、 向

こうに若手殺しい人カ九、たりすると、 ｛市教の強さ

で＼ これは成長しないんじゃないか、 と忠っちゃ

うという点があると思うんです。 梅樟忠夫さんが

昭和33年頃に：1：：・かれた「文明のノI�態史観』 tいう

本に、 韓国はだめだと型、、であるのです。 後！;I:.、

昭和4 0年ぐらいになったら 日本はアメリカに匹敵

するような工業力を持っているかも知れない、 と

てt_l}l、てあって、 Ur{平日3 0.1'ドf-�のキiJJめにしてはすぐれ

た1;i.凡でしたけれども、 韓国t：.＇けには、 やっぱり

儒教が強過ぎ．て近代的な工業は不可能で‘ある、 と

:;1:: l、てありますね。

中嶋 M・ ウェーパーは怖かに、f;Ai教は経済に向

かないといってますね。

竹内 つまり、 郎教が強し、U勺地門閥ができると

いう ことでしょうし、 企業に対するロイヤリティ

よりも大家紋に対するロイヤリティのほうがはる

かに強いから、 近代的なシステムはなかなかでき

ないよ、 ということなのでしょうね。

しかし、 日本人が それを考えるときは、 どうむ

日本をモデルにして考えているんですね。出�f教が

強いという ことになれば、｛タlえIi一族の＂＇に中嶋

先生のようなできる人間がL、ると、 ー狭から金が

集まって、 その人間の教育水準を�＇；jめるとかです

ね。 社会保附がなくてもお互いが助け合いますか

ら、 実際には手以い社会保障制J立がピノレトインさ

れた形になっているんです。 それに ＊契砂 とL、L、
た の ι L ょう

ますか頼母 子 講 が非常に発 達しているんです。 filf

対談．アジアに向けての新しきゃ姿ザを怒る ｜ 
か商売しようと思ったら頼母子講に一応依存でき

るとか、 まあ私｛古市場でしょうね。 私的市場が先

述しているというこ tは余りよくない ことなんで

すが、 反miあるなl沫ではi揺れた段階から{i::J,］�をす

るには�jo·,:jl；にやりやすいとか、1;r1教t：.＇ヵ・らこその

メリットみたいなものは、 確かにあったんでしょ

うね。

中嶋 そうでしょうね。ですから、 それTごけに日本

としては気がつかなかったのではないでしょうか。

同じゃ｜明lて＼しかもII本人の円から見るし まfご

まだ斡国や台湾は遅れている主いう、infとなく そ

ういう認識がありましたね。
H-1" 

名古属大�f・の飯山続失さんの tころにL、 t：.金II
,,, 

れ｜！という人が『｛道教文化問の経済t秩序』（名1111-i-l

大中m版会）という1f1inい本を� �1：：いているんです

が、i皮は その＂＇で家紋集問主義を非常に評価して

いるんです。 いまご折摘のような家族集問主義な

んですが、 考えてみると日本fごって、 三井とカ・住

友とか そうt、う江戸H年代の豪雨は、 まさに家絞集

卜ti i�-Nを中心 tして111·11却を形成してきたわけです。

その.＇.＇J；で＂t光今に斡l·r<I c述うとはいえず、 むしろ

かなり似ているところカ1ありますね。

竹内 そういうことですね。 経済成長を遂げAます

と、1；信教の考え方がだんだん崩壊していきますわ

ね。 僕が思うに、 ソウノレへ行きますと、 一戸建の

住毛・の値上がり率よりもアパートの他上がり率の

ほうが若干日いようです。 つまり、 アバー卜へ入

居すると親と｜白l居しなくても済むというようなこ

とがあるのじゃないかと思えるんですね。 これは、

｛布教が崩唆してL、〈経済的な表現だろうと思うん

ですけれども。

と ころが、 向こうの人は一年に何回も実家に帰

るわけです。 l二l 本のお設とか存分の日とか、 そう

した折に帰るんですね。 儒教ですカBら、 今度は川

舎にいる親を頻繁にソウノレへ辿れてくるというこ

とをやりますと、 1 000)j人の人IIをもっソウルの
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近代的感覚が、 地｝jに分散する迷度が猛烈に迷い

ということがあります。 ぉ:r.r..の t きの大混雑はむ

のすごいですからね。 そういう面てむあるなi床で

は！市教が効果的だという点があるのかも知れませ

ん。

中嶋 ウェーパーが、 a；教が強いと経済がうまく

いかないと青っているのは、 儒教を宗教の原理llで

考えてしまっているからなんて‘すね。 フ。ロテスタ

ントとかカソリックのような。 ところが、 守比々fご

って白分が（語教の徒かといわれると、 多くの日本

人はそんなことはない、 というのでしょうけれど

も、 おのずと附教の徳目に影響されて生きている

のですね。 古ってみれば緩やかな行動規範であり、

緩やかな規制ですね。 だから決して信仰の対象と

して、 近代化や工業化を呪縛するものにならない。

その点恐らく、 イスラム教やヒンズー教とは随分

j)f;うと思うのです。

中嶋 きて、 こ こでちょっと話題をかえまして、

そうしたターィナミックな到jきを兄せる車t，＼国・台j均

等：のアジアNICsに対して、 H木の企業はどうい

う対応をすべきか、 その辺はいかがでしょう。

竹内 i業は 日本の企業として見ますと、 韓国・台

湾へ出るには、 まず友達をたくさんつくるという
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ことだと思うのです。 合弁の会祉を作りましでも、

やはり向こうに矢IIり合いで信頼できる人r:nを兄つ

けることが、 非常に必要だ tいう気がします。 そ

れはつまり、 ア メリヵ人がアジアの111で＇iuI放ピジ．

オ、スがで‘きないかというと、 流辿が複雑だとか1nf

とか言ってますけれども、 長年の信頼感が1!1.F, l、か

らであり、 それと、 まったく一緒fごと思うのです。

だから恥1j ＇�＇－1にも他のNICs にもたくさん人カf行っ

て友達関係をつくるというのが、 Jl�·，：；r；に必良jでは

ないでしょうか。 (Yi］え1.:C斡凶では木端に行けば

行くほど反日！占怖が強くなるところがあって、 法

作以上に述川て厳しくやられちゃう1f1iがあります

ね。

そういう..�·：を与える t、 その tきl l本の企業の立

場に立ってくれるとか、 日本のために交渉してく

れるとか、 その辺のことがあっても、 合弁会社に

ついては相手も現在理を言わない tか、 それはやっ

ぱり倒人的な信頼関係じゃないのかなという気が

していますね。

中嶋 台湾の場合は今度lま逆に、 台湾のオ、イティ

ヴな人は本当に人がまるいというか、 人なつっこ

いというか、 il本に対して悪感怖を持っていない

ですよね。 そういうところは、 我々に tって本当

に有難t、ことですから、 大事にしていかなきゃい

けないと，也います。
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中嶋 それから、�.fif(})ljにはどうなんでしょうか。 品

近よく；＼＇われるような鉄鋼業とか、 日本の不況産

業が諸技術を韓！Ji！に，＇I＇，したのが、 かえっていけな

かった、 ブーメラン勾J来じゃないかとか。 それか

ら造船はもとより、 海運もすぐキャッチアップさ

れちゃうという1raimがありますが、 それはもう今

の 日本の保業化の段階からして、 J卜むをナ行ないの

でしょうね。

竹内 ええ、 そうだ t思いますね。 例えば�：：j級品

はまだ和＇1\IF・｜でも内的でもでちませんね。 ILl!fiJJW.

の薄板とカ・特殊なステンレスとかですが、 日本が

斡同・台前に倣：天：に今のレートて勝てるというの

は、 1 '.'Illか2害I］くがらいじゃないで、しょうか。 ！以キ反

ぐらいになりますと、 向こうのほうがもう20%く

らい’交いわけで‘すから、 �Y,iをi立るなんでいうの

は、 向 こうのもので全然さしっかえありません。

船舶でふ 例えIi石i1J1製品を述ぶような特殊なも

のとか、 昨水船とか、 そのような特殊なものを除

きますと、 日本の企業はもう韓日；l・ 台湾にぎ1］底か

なわないという状況ですね。 ですからそうした製

品は輸入して、 その小の基幹部品を 日本から輸tl'.

するということなんですけれども、 この�lljl王l!J: ラ

ッキーにも成長していますから、案外、鉄鋼の凶内

需要も 多いんですね。 ですから、輸出余）Jがまだ寸－

分じゃないのです。

韓国l立去年、 rl7ドカ’ら100億ドル輸入して、50｛意

ドル輸，＇I＇，しているのですけれども、 100億ドルの中

で70 億ドル｛j:機械です。 10 億ドノレが石ill！化学製品。

10億ドルが鉄鋼製品てーす。 これは？とj級｛＃，をj�って

いるのでしょうね。 対日目易でいきますし）平板は輸

出しているものの、 日＇：j級な鋼を輸入しているから、

発引きすると斡1£1fJ”の赤字になっちゃうんです

ね。

中嶋 hi行なんかむ li本と貿易路線があるのです

対談．アジアに向けての新しき百ザを箆る ｜ 
けれども、 割合に安心してれ易ができるのは、 少

しぐらい 1::1：本から入超になっていても、 台前の貿

易全体が大変身f;ll.�jですから、 他に·IJ｝輸ti'.できるの

で、 そういうJ�；ll本て．はU本との純情｜見11,f:Iまもっと

もっと緊常化してL、L、ですね。

竹内 ええ、 そうですね。

それで両凶がー若手ねなとしている製品を欲しが

っているのは中国でしょうね。 そして両IJ<Iカ可誌も

必裂としている原材料は『111-EIにありますカ・ら、 特

に一悦同k ij) I到との関係が深まれIi， 東北地｝jにあ

る資源がAj主からlj'lみ出されますから、 非常にt、

いでしょうね。 だから、 中凶のマーケットにこの

問問がどの程度政経分離でいけるカ・というのふ

一つのポイントかなという気がしますね。

中嶋 それがアジア全体の経済のi百七I：化にもつな

がると思うのですけれども。

台的の製品む、 慨にlOf.；；米ドノレ近くが中IElに入

っているので‘すが、 これはもっとや11びていくと思

います。 引に広州、｜あたりへ行くと台湾製のラジオ

やオートパイがどんと．ん出ていますね。

竹内 そうで、すね。 台湾製テレビなんて’：�：々と判：

いてありますね。

中嶋 i並に台担空jへ� i-< 1:、 利·FIU-tlで、Y＇＂作．車；｜

来トをlltlL、てみると、 かなりの部分がkµ長から>Iえて

いるわけです。 これはもっ tや，，びると，＇.l.＇.いますね。

斡｜司；｜はまだ3 {bf：ドノレぐらいでしょうか。 そんな

にたくさんは輸出されてないのですが、 しかしな

がらこれも芥港経＂＇ゃなんかで、 どんどんmえて

いくと忠うのです。 t:.t：.＇、 政治的にはなかなか難

しいIll！組がありますから、 人と続i行の引きカ.. ，，，心

tなっていくことの小で政治｜則係でのお互いの共

{-1：カfできていけIi, Jれ；：；にL、 L、ことだと思いま

す。

竹内 そうでしょうね。 中｜王｜人も雌んに和訂正｜へ行

って、 体If.I人も小｜玉｜へ行けたり、 flt戸5とも！日lじよ

うな関係になればL、 L、のですけれどね。
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！ 本格的な国際化に向けて I 
中嶋 きて、 日本としてこれから特に韓国・台湾

に力金入れるべき業種、 例えば最近、 トヨタなん

からまた台湾にカムノfックしていますけれども、

その辺のところはどうなんでしょうか。

竹内 結局、 台湾は自動車の提携先が余り多すま

で、 生産規模が少ないので、 こζてトヨタが本気

になってH＇，ていくというわけですね。 その場合

重要なことは、 輸出義務がありますから、 これ

が余り多すまで今までヘジテート（hesitate:

臨時する）していたわけですけれどち、 交渉の

結果輸出義務を少し下げたのでしょうかね。 それ

に国内の部品ぞ使う義務がありまして、 これが高

すぎたということで、 最近Ii緩和されてきていま

す。 台湾もやや普通の中進固と同じように敷居が

(:°fj L、とL、L、ますか、 そのような要求をしてきたわ

けです。 まあ、 かつての日本もやったことですげ

れどもね。 そうすると今度は、 アメリカが日本に

来てくれとどんどん言ってきますでしょう。 アメ

リカにどんどん企業進山しだしておりますから、

現代自動車ヱ場

。マネジメン卜1987 N0.10 

ちょうど進出競争になって、 台湾のLfうもだんだ

ん制限を下げてきたということじゃないかと思い

ます。

そうした諸条件があるんですが、 組立工場が台

湾へ行きましでも、 何しろ日本のマーケットは、

自動車の生産規模でいきますと1000万台造ってま

すから、 部品のスケーノレメリッ卜が上がってるん

です。 もちろん重要な部品は、 多分口本から行く

んじゃないかと思います。 現在でも、 総国でいえ
＂シダイ

It現代の自動車がアメリカ大陸に輸出されていま

すけれども、 それには三菱自動車の部品が采つか

っているわけですね。 そのような分業ができてく

るのでしょうね。

そうなると困りますのは、韓国・台湾の対米輸出

の黒字がたまって、一方、対日に対しては赤字にな

っちゃうということですから、これは何か買わない

といかんよということになるんでしょうけれEね。

僕の推il!IJですが、 これが中国製品となりますし

日本は昔から中国コンプレックスがあるから、 何

かし、L、ような気がしますね。 台湾 ・斡国製品にな

りますし 韓国軽視観がありますから、 品質が惑

いように見えますけれども、しかし、現在NHK

の外国語講座で英語の次に売れているのが韓国語

だと聞いていますしね。 それから、 その辺のパ－

lこ行っても、 韓国の歌右？！京語て耳大っている人がたく

さんおりまして、 韓国がナウくなってきたんです

ね。 工業力が強くなってくると何となくナウくな

ってきて、 その上に采っかつて輸出品がドカッと

出てくるというような基盤ができてきたのじゃな

いかな、 という気がしますね。 だから、 向こうの

一般消費財も、 日本に輸出がかなり出てくるんじ

ゃないかなと思います。 例えIt扇風機とか。

中嶋 ビデオなんかもし寸、そうですね。

竹内 ええ、 テレビですとかね。 そんなものだっ

たら、 もう両国から入ってくるのじゃないかなと

いう感じがしていますけれどもね。
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ご司

ただ、 余り速いスピードで入ってこbれると困

っちゃうので、 適度にし こういうことになるん

でしょうけれども。

中嶋 そういう意味ては円高は、 少しt、L、結果を

生みますね。

竹内 ええ、 L、L、ですよ。

日本の経’品－収支の黒字が昨年900億ドルて．すか

ら、 多分200 億ドノレくらいに減るまで円高だろう

と思います。 そうなりますし 日本の輸出が減っ

て輸入がJl1える分カ：700億ドルですから、 150 P1で

換算しますt10 兆円です。 10 兆円日本の需要が不

足しちゃうので、 この10 兆円を民活かなんかで＂：，f;

裂をおlj迭すれば、 よりf(易収支がバランスして、

どこの凶とも釦！と水平的な分業とし、L、ますか、 特

にアジアNICsとの水平的分業はうまくいくんじ

ゃないかと，思います。 そういうことになりますと、

どうしても内需拡大が迫られてくると思いますね。

これも仕組みを変えてやればね。 日本も苦I］と早

〈仕組みが変わっていると思うのですよ。 今から

511三riiiだったら、屯々公社が民営になるとは忠わな

対談・アジアに向けての新しき・げを経る ｜ 
台北市街

かったですよ。それに通信の新回線がアメリカ並みに

自由化されるとは，官、わなかっ た。その紡袋、第2 ·;11 

屯が三って．きましたでしょう。 第2極通信事業社

が300 社て‘きまして、 CATVをいま300 ヵ所てや

っています。i大に考えられなかったこt、 つまり

国鉄が分割l民営化されますから、 ここでは車両投

資とか駅の改装投資とか、 操車場の跡地利用tか

多くさんの投資が起きてきますね。 それから税制

が改正される見込みですね。 今後は間接税を重く

して法人税を軽くする。 今度l主、 多分段業にくる

と思いますね。 土地税制にくるtか、 非常に勢い

づいて速いスピードで改革が進んでいますので、

この改革が進むかどうかというのが、アジアNICs 

tのうまい関係がつくれるかどうかのポイントfご

と思いますね。

中嶋 いよいよ本格的な国際化を迎え得るかEう

か、 ということになりますね。

Eうもいろいろありカfとうございました。

竹内 こちらこそ、 ありがtうござ‘いました。

マネジメント1987 N0.10 6 
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1985｛ド9}1 のi並行調終後、LPf.＜イ託業ーのが01\l 1<1 ·台湾

を中心とするアジアNICs戦略強化｛j. ili.i£であっ

た。 n本の近隣に位置するメリッ卜をフルに生か

し、急辿な経済発展を遂げた両者の泌11:は、米トツレ

とのリンク状態にある。 このため川"t:1後約半年で‘

緋国ウォンの点、tPJレートは約45%、 t;rr；元は約35

%も切りfげられた。

双｝j tむ労働力の質には定評があり、 オーバー

タイムなど労働コストをトータノレに見ると斡国／j.

日本の1/6～1/8ともいわれる。 しかもJi:!i11!{1Hiff.の

下落、 一i大j看'.Un

コストを？づ｜き－ドげる司1桔Eは資i原小！·El· H木と同じ

である。

折から林11＜卜台湾ともにエレクトロニクス、 来

川1ji.を＂＇心とした1主業高度化をiヌ｜っており、 ，：＇；j

L、技術ブJそもったH本企業誘致カfjlliめられていた。

特IEIはl 984 {j'. 7 1-1、外貨導入ilの大枠改正を行い、

外凶人投資の対象業種拡大、 投資手続き ・技術導

入＇f紘告の附ぷ化を進めた。 台湾も特月ljな焚）J])J

mwcが適川される「策略’性工業」の範，，�を手抗し

してハイテク足業を誘致、 併せて対外送全など 清

規制を緩和している。 円高により海外戦略強化を

迫られた日本と緯国・台湾のニーズの ・致は、近年

「脅威」「技術移転忌避の経済アニ？ノレ」といった

ようにすれjlli;いの多かった日本とアジア中進IEIの

l刻係を一変させるものといえよう。

さらにpJif:i後、 輸出より対日輸入誘先度が�·：jい

,,1付’；の刈l I f＇（幼赤字は急、膨リ長し、 そろって対日輸

入1r11m11 1こ来り11•，した。 11lij可ii�のポテンシヤノレは，：＇；j

〈、 引地ノ1:1ネ：による成長市場催先雌i止の狙いがn

本合�の対隙・ 対台l依田谷をもY傾化させている＇Mi'i'

は、 作｜｜人j rli iJ,'；をほとんどもたなレ芥港・シンガポ

ールのr.lldilEl家NICs tの基本（I�）な述いであろう。

これらのlIll内di場て. {j.ノ、イテクなど米IEl企業の参



マネジメント二ツセイ間開！伽叩1銅7蜘ω

．ニッセイ・マネジメント・

表紙写真は
シンガポールの官ff衡

目 次

対談・TALK······ 2 

アジアに向けての
新しき、姿勢グを語る
竹内 宏（務長：：：童話長） 中嶋嶺雄（怒号思箆）

実務解説①PRACTICE···…8

進展する国際分業のタイナミズム

深川由起子｛日本貿易緩興会海外飼蹴中国北アジアチーム）

実務解説②PRACTICE·一…11

アジア人の発想法を探る

黒田勝弘（共同f如何部次長崎、ノウル支局長）

レポートeREPORT・H・H・··14

アジアミニレポート

編集部

BOOK SCRAMBLE······ 16 

EVENT …・・……・H・H
・ 1 6


